
生活排水処理法に関する調査（第4報）

Treatment of Domestic Waste Water（Part4）

北川　豊明　　植野　　裕

要　　　旨

生活雑排水の土壌浸潤処理施設（トレンチ）について、県内3か所の一般家庭で、その施設周

辺の土壌調査を主に実施した。

調査した施設の土壌ほ、礫を含まない一様な土壌層の場合、深度1m余りの下に礫を多く含ん

だ層をもった場合、表層土まで全体的に礫が混在した土壌の場合の3つタイプに分けられた。土

壌浸潤処理による浸潤水の影響をNO3－N、Cl－、ECにより調査したところ、一様な土壌層の場

合には、それほトレンチから4m離れた地点まで及んでいた。しかも、深度1～2‡nの土壌中に、

高濃度のNO。－N、やCl‾が検出された。下に礫を多く含んだ層を持った場合には、礫のない上

層の土壌中に、先の一様な土壌層の場合と同じような浸潤水の影響がみられ、下の礫を多く含ん

土壌にほ、その影響らしきものほ殆どみられなかった。全体的に礫が混在した土壌の場合にほ、

浸潤水はひろがりをもたず、トレソチの近傍1m内の土壌にその影響がみられたにすぎなかった。

土壌中の礫の存在が、浸潤水の動きを変化させている事が予想され、今後の重要課題とLて残っ

た。

1　はじめに

近年、公共用水域に排出される生活排水の汚濁負荷

量削減施策が実施されているなかで、生活雑排水の土

壌浸潤処理（以下「トレンチ処理」という。〕が普及L

ている。

トレンチ処理は、雑排水を素頻りのトレンチ（罷）

から土壌中へ散布浸潤させ、土壌のろ過吸着作用や土

壌教生物の括捉分解作用等により処理する方法である。

トレンチは、幅40～60c恥　長さ10m余りのものが一

義1トレンチ処理施設の概要

般的で、トレンチの中に日詰りを防止するための砕石

や砂を充填Lたり、トレンチの底部に不透水性のシー

トを敷き、排水の直撞的な重力浸透を阻止Lて、毛細

管浸透等により蓑層土壌との接触をより長時間に保と

うとする方法など、いろいろい工夫されているものも

見られる。LかL、トレソチ処理により雑排水を処理

L続けた場合に、その周辺の土嚢や地下水に、どのよ

うな影響がでてくるのか、等の未解決の問題も多く、

懸念されている状況にある。

調 査 対 象 家 庭 A　 氏　 宅　 】　 B　 氏　 宅
C　　 氏　　 宅

場　　　　　　 所 北葛飾郡朽戸町　　　　　　　 児玉郡神川村 飯能市

処 理 対 象 汚 水 娃排水　　　　　　　　　　　 撞排水 雑排水

家　 族　 人　 数 5 人 3人 8 人

便　　　　　　　 所 くみ取 リ くみ取 リ くみ取リ

施設の設置年月 昭和56年10 月 昭和57年 12月 昭和57年 9 月

ト　レ　ンチの長さ 10m 2 本（交互使用） 12m 2 本（交互使用） 8 m l 本

水使用量（調査日） ユ7m ソ日 1 mソ日 不明
」 L　 考

洗濯排水は トレンチに庶人

していない。
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生活排水処理法に関する調査（第4報〕

今回の詞査は、県内3か所の一般家庭に設置されて

いるトレンチ処理施設において、主として、その施設

周辺の土壌について採取分析を実施したので、その結

果と検討を報告する。

2　調査対象施設の概要

施設の概要を蓑1に記した。また、施設の配置や構

造を図1、2及び3に示す。

3　調査方法

3・1トレンチ流入水と浸出水の調査

トレンチ流入水についてほ、簡易沈殿槽、分東研お

よび分離槽の各流出ロから、自動採水器により1時間

毎に採水した。浸出水についてほ、B氏宅の施設の検

水筒から採水できた。A、C氏宅の浸出水は得られな

かった。採水口ほ、下記のとおりである。

A氏宅　昭和60年2月26日～9月27日

B氏宅　昭和59年9月4日～9月5日

C氏宅　昭和59年9月26日～9月27日

測定項目は、PH、SS、BOD、COD、T－N、T－

P、EC（電気伝導度）およびCl‾とした。測定方法ほ、

Cl‾が下水試験法、その他項目についてはJISKOlO2に

従った。

構　造　図

シート　トレンチ管

図1　A氏宅のトレソチの配置と構造
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配　置　図

CL
O

椙　遭　囲

シート　　トレンチ菅

図2　日氏宅のトレンチの配置と構造

3・2　インテ一夕・レートの測定

土壌中に水が浸入または吸収される速度の蓑L方と

Lて、インテーク・レート（浸入度）が広く用いられ

ている。インテーク・レート（Im／h）ほ、土壌物理

性測定法（養賢堂）により、鉄製円筒による積算侵入

量（D汀皿〕を時間（七分）の経過に従って測定して得

た。現地での測定日ほ、下記のとおりである。

A氏宅　昭和59年8月7日

B氏宅　昭和59年8月17日

C氏宅　昭和59年8月23日

測定ほ、ひとつのトレソナについて3か所とし、各

トレンチでの測定点は、囲1、2および3に各々（P

l、P2、P3〕と記した。器具ほ、大起理化製シリ

ンダーイソテーク測定器を使用した。

3・3　土壌の調査

士壊試料は、トレンチに対L直角方向に、深度2‡丑、

長さ4m余の清を頻り、採取した。各採取点ほ、囲1、

2、3および図4のなかに、A、B、C、I）、E、F、CLで

示した。なお、CLと記した地点ほ対照地としたもの

で、現地の状況も考慮して、トレンチから離れた適切

な所とした。試料採取日は下記のとおりである。
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配　置　図

生活排水処理法に関する調査（第4報）

P2

◎　　　　　　p3

㊧

Pl

●

O C工」

構　造　図

分離槽

A氏宅　昭和59年8月8日

B氏宅　昭和59年9月5日

C氏宅　昭和59年9月26日

‾▼■■‾■‾■■詣

窃詔莞

屯

＿盛盛 β　　 一

＼
シ′叫一

国3　C氏宅のトレソテの配置と構造

その風乾土をメッシュ2Ⅶ舘で鯖別したものについて

調査した。この2mⅢ節で通過しないものがあった場合

ほ、レキと併記した。土壌分析項目（Ⅰ）については、

土壌試料の測定項目と測定法ほ、蓑2に記したQ　　　原則として原土を2m皿卸こより節別したものを、分析

表中、土壌分析項目（Ⅰ）のうち、土性についてほ、　　試料としたロ
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庄）●印ごま試料畏敬位置

図4　土壌試料採取位置

蓑2　土壌試験方法

項　　　 目 試　　　 験　　　 方　　　 法

土二
壕珪
ウナ
有†
項
日
（Ⅰ）

粒 径 分 布 姉別法 （メソシュNり2 ，Nr）4 ，Nり9 ）

土　　　 性 2 mm筋別の風乾紳士をピペソト法で分析。表示は下記 壬ゝ（国際法）

土壌三相，仮比重 100cc型実存樟法 （大起理化製100n一色客採土器使用）

真　 比　 重 「土壌肥和学実験ノー ト」壷賢堂 （100m色香メスフラスコ法）

土

壌

分

析

項

目

田

pH （H 20 ） 「土質試験法」土質工学舎 （乾土重 ：水＝ 1 ：2 ～ 1 ：3 ）

アンモニア性窒素（N H 4－N ） 「実験農芸化学」（上）朝倉書店 （K C lによる溶出蒸留）

硝酸性窒素（N O 3－N ） 「土壌養分分析法」董賢童 （フェノール硫酸法）

全 リン（T －P ） JIS K OlO 2 （過塩素酸 ・硝酸分解，モリブ’テン青吸光光度法）

含　 水　 率 底質調査方法 （105～110℃ ）

陽イオン交換容量（C E C ） 「土壌養分分析法」壷覧童 （セ ミミクロ S chollenbe rge T 法，a t PH 7 ）

置換酸度（y l） 「土壌養分分析法」養賢堂

塩素イオン（C 「） 「土質試験法」土質工学会 （硝酸醍滴定法）

電気伝導度（E C ） 「土壌，水質及ひ作物体分析法」農水省農蚕園芸局編

有機態炭素 「土壌肥料草案験ノー ト」養賢堂 （クロム硫酸酸化滴走法）

有　 機　 物 「土壌肥料草葉旗ノⅦ ト」養賢堂 （有機態炭素×1 7 24）

リン酸吸収係数 「土壌，水質及び作物体分析法」農水省農蚕園芸局編

大腸菌群（糞便性） 「下水試験法」（IM V IC 反応，デスオキンコール酸塩培地による高温培壷）

某土性の表示（抜すい）

Ⅰ桔土含量15％以下の土壌　　　　　　　　　　　　ⅠⅠ粘土含量15～25％の土壌

砂土（S）　　粘土5％以下，砂85％以上　　　　　砂質埴壌土（SCL）シルト20％以下

壌質砂土（LS）砂85％以上　　　　　　　　　　　埴壌土（CL）　　シルト20～45％

砂壌土（SL）　砂65～85％

壇上（L）　　　シルト45％以‾F，砂65％以下
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生活排水処理法に関する調査（第4報）

4　調査結果

4・1A氏宅の調査結果

トレンチ流入水の水質測定結果を表3に示す0採水

は、26日午前11暗から27日午前1暗まで行い、表には

2時間毎のコンポジットサンプルとして、分析値の単

表3　A氏宅トレンチ流入水の水質測定結果

PH SS mg／老BO Dm沼 C OD mg／ゼT－N喝／ゼT－Pmg／旦EC戸S／〔m C l‾mg／ゼ

平 均 値 7　0 3 38 2 7 3 14 1 2 3 ．3 3 ．7 77 0 1 4 6

標準偏差 0 ．1 58 8 3 4 6 8 ．4 1 ．6 2 7 2 7 7

変動率（矧 2 17 3 1 3 2 3 6 4 2 3 5 5 3

純平均値で示す。

図5に、インテーク・レート測定結果を示した□

3か所の測定結果のうち、その中央値として、次の

結果を得た。

Ⅰ＝489t‾82a4m皿／h

ここで、得られたインテーク・レートに相当する積

算浸入量D2の式より、1日の浸入量を次のように算

出した。

（D2≡）D＝114tO716　（［t］＝分）

t二1440とすると、D≒2100（mm）

（二2100∠／d）

得られた2100g／か日の水量を浸潤可能水量とする0

蓑4にほ、土壌の粒径分布を示Lた与すべての土壌

が、メッシュ軋9鯖を通過Lた。

表5には、土壌分析項目＝〕の測定結果を示す0

蓑6にほ、土壊分析項目（‡〕の測定結果示す0

蓑4　A氏宅の粒径分布　　　（風乾土，重量％）

粒径区分　　　 試　 料 　　 主褒E－1（0 5m）E－2（1m）E－3（15血）E－4（2m j

1 1 ，1mm （メ 、ソシ ュNn 2）以上 0 0 0 0

11 1～ 4 7 6m m （Nn2～No4 ） 0 0 0 0

4 7 6～ 2mⅢ（No4 ～No9 ） 0 0 0 0

2 m m （No9 ）以下 100 10 0 10 0 10 0

積
算
虔
入
誌
D
m
…
ぴ
イ
ノ
子
ク
レ
ー
ト
〆

m

m

う0

経過時間　t分

図5　A氏宅のインテークレート測定結果

検水筒で、9月4日から9月5日の間に浸出された水

を採取し分析した。

図6には、インテーク・レート測定結果を示した。

3か所の測定結果のうち、その中央値として、次の結

果を得た。

Ⅰ＝416t‾O121mⅢ／h

浸潤可能水量は、那00～／d・日となった。

L
‖

積
算
虔
人
見
翫
ふ
よ
ぴ
イ
ン
チ
ー
ク
レ
ー
ト
　
㌦m

4・2　B氏宅の調査結果

トレンチ流入水とその浸出水の水質測定結果を蓑7

に示す。流入水の採水ほ、9月4日午前12暗から5日

午前11暗まで行い、表には2時間毎のコンポジットサ

ンプルとして、分析値の単純平均値で示す。浸出水ほ、

－131－
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庄）Dl．Ilは．地占Plの電耳d入放
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も同様
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国6】〕氏宅のインテークレート測定結果
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蓑5　A氏宅の上境分析項目（Ⅰ）の結果

　　 採 取 位 置

項 目
A

　 ※
B （（）．7 nl） C （1皿） D （2 m ） E （3 m ） F （4 fm ） C l」

l

土 牲

深 度 （）．5m S L

ロ n 田

1 5 L

2 L

仮比 重

（g／c c ）

深 度 （）．5ロ1 （）4 5 （）．5 7 （）5～う （）．5 7 （）59 （）fうり

ロ （）ヰ2 0　5 4 （）．4 7 （）．4ぐう （）4（う （）ヰ（う

1 5 （）．4 8 （）．4 9 （）5 1 （）．4 8 （）．4 6 （）．ヰ7

2 （）、4 7

兵比 重

（g／c c ）

保 度 （し5 m 2 （う1 2　5 7 2 ．5 9 2 ．（う7 2 ．5 3 2 ．fう5

●　1 2 ．5 4 2 ．5 5 2 ．5 5 2 ．6 1 2 ．7 4 2 ．fう1

1 ．5 2 ．6 8 2 （う0 2．5 7 2 ．6：う 2　6 5 2　5〔）

2 2　6 4 2　64 2　5 9 2　6（） 2　6 1 2 ．6 2

土壌 三 相

保 度

（）5r11

㍉相 ％ 4二う 田 27 2 7 2 5 田

痕 4（） 4 7 5（） 5 2 5 2 5ヰ

因 1 7 2 2 23 2 i 2 3 2：う

ロ

㍉相 ％ 3 2 4 1 29 2 7 3 1 ニう．う

痕 5 i 3 8 5二∃ 5 5 5 2 5（）

国 17 2 1 18 18 17 1 7

1 5

気相 ％ 18 1 9 2 1 22 2 3 2二う

液 b 4 6 2 59 6（） b（） 5〔）

固 18 19 2（） 18 17 18

2

気 相 ％ 3 0 2 3 30

液 5 2 58 53

t占l 1 8 19 17

蓑8にほ、土壌の粒径分布示Lた。深度1mまで土

壌ほ、すべてメごシュ軋9韓を通った。深度15m近く

から、礫があらわれ、直径20～30cⅡlの岩石も出現L、

深度2mでほさらに出現頻度を増Lた。サンプリング

の都合で、直径数c軋以上の岩石類は、現地で除外Lた

ので、表中、D－3、Ⅰ）一4についてほ、持ち帰った

※トレンチからの距産

サンプルについての粒径分布である。

表9には、土壌分析項目（Ⅰ〕の測定結果を示す。真

比重は、メッシュ2ⅠⅧ鯨で締別Lたものについて測定

した。

衰川にほ、土壌分析項目（Ⅱ）の測定結果を示す。

CECについてほ、メッシュ0．5Ⅲm飾で節別Lた風乾細

蓑7　B氏宅の水質測定結果

pH S S 皿gハ B O D m g／l C O D m g／l T －N m g／ l T －P m g／～ E C ilS／cm C 「m g′／′∠

ト
凹
日国
田
田
田

平 均 値 7 ．3 170 29 44 ．7 10 1 ，8 450 23　5

標 準 偏 差 0 ．1 136 22 30 6 ロ 71 11．3

変 動率 （％） 2 80 76 67 60 54 16 48

浸　 出　 水 7 ．0 9m g／J 0 ．1m g／ g 2 ．3汀Ig／ g 3 ．5m g／g 0 ．Om g／ g 445／∠S／cm 22 ．1Ⅰ喝 ／／∠

－132－
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表6　A氏宅の土壌分析項目（工Ⅰ）の結果

蔵度 （m ） Å B　 （0 7。、）く C　 （l。、） D　 （2m ） E　 （3m ） F　 （4m） C L

p Fi（H 2〔））

0　5 5　 5 5　8 6　0 5　7 5　5 5　6

ロ 5　 3 5　3 5　4 5　3 5　8 5　4

1 ．5 5　4 5　3 5　2 5 ，2 5 ．2 5　3

2 5　4 5　4 5　3 5　3 5　2 5　5

N H 4－N

ぐ 唱／ 1莞 吉 ）

0 ．5 ＜ 0 5 く 0 5 く 0 5 ＜ 0 5 く 0 5 ＜ 0 5

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

1 5 ロ ロ ロ ロ ロ ロ

2 ロ ロ ロ ロ ロ ロ

N ロー一一N
0　5 1 6 2　 2 0　9 Ⅰ．2 3　4 1 0

ロ 6　9 17 ．2 11 ．2 1 4　0 7 1 10　5

1 ．5 7　 6 17 ．6 2 0　6 1 7 ．6 1 1 ．8 10 ．8

2 8　 6 1 1 ．0 17 ．0 8 ．9 10 1 5　8

0　5 55　0 92 ．2 6 1．1 4 0 ．1 5 6 ．3 4 6　8

ロ 56　 7 67 ，5 5 0　4 5 9 ．5 50 ．5 5 6 ．2

1 5 86　0 10 1 7 6 ．4 7 9 ．9 7 9 ．0 7 6　0

ワ
〈．＿l

10 8 10 1 8 0 1 9 4 ．3 8 7 ．2 8 4 ．6

含 水ネ

（ Ⅵノ是 。 ）

0　5 46 ．8 39　3 4 5　5 4 7 ．2 4 5 ．7 4 7　7

ロ 5 3 ．3 53 ．6 5 3　9 5 3 ．4 5 3 ‡ 5 2　9

1 5 5 ら　2 56　3 5 6 〔） 5 5 ．8 5 5 ．8 55 ．4

2 5 3　0 5 2　5 5 4 ．0 5 3 ．7 5 3　9 53　 2

0　 5 2 1 2 17　3

ロ 2⊥主　9 18 ，6

1 5 24　4 20　4

つ
ムJ

20　 5 20 ．4

置 換 酸 度

（y l nll ）

0 －5 1 9 2　5

ロ 1 ．3 1 3

1 5 1 ．3 2 ．5

2 1 9 1 9

（〕 5 4　2 3　9 1 ．3 1 ．8 6　8 2　5

ロ ユ：∃　2 7　3 6 ．5 8　 5 ‡0　0 9　2

1 ．5 1ヰ　9 12 ．2 1 1 ．1 15　7 ユ7 ．0 1 3　0

2 1 1 ．呂 13　0 1 5　8 20　9 29　0 8　7

E C

（√悠／c 汀1）

0 ．5 1 43 25 0 16 2 12 9 2 20 9 5

ロ 139 1 47 1 17 16 3 2 10 14 7

1 5 1 75 2 10 2 20 27 0 3 20 17 2

2 167 198 2 60 32 0 3 1 0 1 08

有 機 態 炭 素
（〕．5 2　 3 L 9 1 ．9 王　6

ロ 1 5 1 ，6 Ⅰ 2 1 ．2

1 5 1 1 0 ．9 1 0 1 1

2 0　 9 0　8 0 ．8 0 ．8

有 機 物
0　5 4　 0 3　3 3 ．3 2 ．7

ロ 2 ．6 2 ．7 2 1 2 1

1 5 1 ．8 1 5 1 7 ユ．8

2 ユ　5 1 ．5 1 4 1 ．3

リ ン醜

城 取 係 数

m g ／ 1芸 ご

0 ，5 2 44 0

ロ 2 55 0

1 5 256 0

ワ
L」

25 30

大腸菌群数
（ソ 書 ） （すべて不検出）

ストレンチからの距群

－133－
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教士を用いた。

4・3　C氏宅の調査結果

トレンチ流入水の水質測定患果を表ilに示す。採永

ほ、26日i5時から27日14暗まで行い、表にほ2時間毎

のコンポジットサンプルとして、分析値の単純平均値

で示す。

図7にほ、インテークー　レート測定結果を示した。

地表面に小石や岩石片が散在していて、鉄製円筒の打

ち込みもスムーズにいかなかった。3か所の測定結果

のうち、その中央値として、次の結果得た。

Ⅰ＝120t‾q358m／h

浸潤可能水量は330J／d・日となった。

蓑12には、土壌の粒径分布を示した。ここでほ、蓑

層から深部にわたって、小石や岩石片が散在Lており、

さらに、深度1m泣からほ、直径30cm余りの岩石も出

現してきた。サンプリングの都合で、直径数cm以上の

岩石類ほ、現地で除外したので、表は、持ち帰ったサ

ンプルについての粒径分布である。

蓑i3には、土壌分析項目（Ⅰ）の測定結果を示す。真

比重は、メッシュ2Ⅱ皿鯨で鮪別したものについて測定

した。なお、礫が散在していて、採土器の打ち込みが

困難であったため、仮比重と土壌三相の測定ほできな

かった。

表14にほ、土壌分析項目（‡）の測定結果を示す。都

合により、PH、NH。－N、NO。－N、T－P、含水率、

大腸菌群数の測定にほ、メッシュ3皿鯨で節別した試

表8　B氏宅の粒径分布
（風乾土、重量％）

　　　　　　　　　 試射
粒径区分

D －1 （0 5 m ）穴 D －2 （1m ） D －3 （l ．5 m ） D －4 （2 皿 ）

1 1 ．1m m （メ ッ シ ュ N o 2 ）以 上 0　　　 （0 ）六人 0　　　 （0 ） t　 2 5　 （2 5 ） 2 3　　 （2 3 ）

1 1 1 ～ 4 ．7 6 m m （N o 2 ～ N o 4 ） 0　　 （0 ） 0　　　 （0 ） 19　　 （4 4 ） 2 3　　 （4 6 ）

4 ．76 ～ 2 m m （N o 4 － N o 9 ） 0　　 （0 ） 0　　　 （0 ） 17　　 （6 1 ） 1 8　　 （6 4 ）

2m m （N o 9 ）以 下 1 0 0　 （1 00 ） 1 0 0　　 （1 0 0 ） 3 9　 （1 0 0 ） 3 6　　 （10 0 ）

最深度　芦×累積％

表9　B氏宅の土襲分析項目（Ⅰ〕の結果

蕗　 目　　　　 採 取 位 置 A （O m ）ス B （0 5打l） C （1 m ） D （2 m ） E （3 m ）
F （4 m ） C L

′■ヽ

土 性

深度 0 ．5 m　ロ C L

C L

1 ．5 レ キ， L S

2 レ キ， S

0 ．6 3 0 ．67 0 ．6 6 0　68 0 ．7 2 0 ．6 6 0　6 4

仮 比 重

（g／c c ）

深 度 0 ．5 m

ロ 0 ．6 7 0　7 6 0　5 9 0 ．6 9 0　6 7 0　6 9 0　7 8

1 5

2

真 比 重

（g／c c ）

深度 0 5m 2 ．6 7 2 ．6 7 2 ．6 5 2　6 4 2 ．6 8 2　6 7 2　7 7

ロ 2　7 6 2　7 6 2　7 6 2　7 3 2 ．7 3 2 ．7 6 2　7 8

1 5 2 ．7 4 2 ．7 3 2 ．7 3 2　7 6 2 ．7 7 2　7 2 2　7 3

2 2 ．7 3 2 ．7 3 2 ．7 2 2　7 3 2　73 2 ．74 2　7 4

土 壌 三 相

深度

0 5m

気 相 ％ 3 3 27
30 ‡ 3 6 3 7 4 5 4（〕

液 4 4 4 8 4 5 3 8 3 6 3 0 3 7

固 2 3 2 5 2 5 2 6 2 7 2 5 2 3

ロ

気相 ％ 2 0 1 4 3 4 3 0 3 3 3 6 3 0

液 5 6 5 9 4 5
4 5　 t　 4 3 3 9 4 2

国 2 4 2 7 2 1
2 5 l 24 2 5 2 8

ベ トレンチか らの距離
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表10　B氏宅の土壌分析項目（ⅠⅠ）の結果

深度 （m ） A　 （Om jメ B　 （0．5m） C　 （1m） D　 （2m ） E　 （3m ） F　 （4m） C L

p H （H 20 ）

0 ．5 6　8 5 ．9 5　6 5　5 5　5 5　3 5　7

ロ 6 ．8 6 ．1 5　8 5　6 5　4 5 ．5 5　8

1 5 6　 2 5 ．9 6 1 6 ，0 5 ．9 5　8 5 ，9

ワ巴 6　4 6　4 6 ，3 6　4 6 ．1 6 ．4 6　2

N H ヰーN

ぐ －g ／ 1言喜≡二）

0 ．5 ＜ 0 5 く 0 5 く 0 5 ＜ 0 5 ＜ 0 5 く 0 ．5 く 0 5

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

1 5 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

2 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

N （）3－N
0　 5 0　 5 ‡ 0 1 9 1 2 0　3 0 ．6 2　5

ロ 0　4 0　5 5 1 5　2 1 2 1 4　8 1 ．9

1 5 ＜ 0 1 0　5 0　 3 0　3 0　8 0　6 0 ．6

2 ＜ 0 1 ＜ （）．1 ＜ 0 1 0 Ⅰ 0　3 0 1 0 ，1

0　 5 2 8　4 3 0 ．6 3 1 4 3 0 ．2 2 7 ．6 3 0 ．9 29 ．7

ロ 37 ．4 3 3 ．6 37 ．4 35　2 3 6　2 3 2 ．5 46　 7

1 ．5 19　0 19　9 1 7 ．7 19　3 17 ．8 2 4 ．9 29　 6

2 3 ∩　2 3 1 6 2 9　2 27 ．6 2 5 ．5 3 0 ．9 3 2　0

含 水 率

（ 蒜 ）

0 ．5 4 3　8 4 1 2 3 9 ，7 36 ．3 3 3　9 3 9 ．8 3 7　0

ロ 4 6　5 44　 0 4 3 ．9 42 ．0 4 0　0 37 1 3 7 ．2

1 ．5 10　6 Ⅰ3　4 12 ，4 1 1 ．1 13 ．7 1 2 ，4 11 ．6

2 8　7 9 ．1 8　3 7　6 9 ．3 7 ，3 7　2

（ た 二）
0　 5 13 ．4 14 1

ロ 13 ，8 12 ．5

1 ．5 12 ．1 10 ．0

2 8　2 7　7

　 t

置 捜 酸 度

（y lⅡ11）

0 ．5 1 3 1 ．5

ロ 1 ．0 1 ．4

1 ．5 4 ．8 1 8

2 2 ，8 2 ．0

（ロ唱た
0 ，5 4　5 3 ．0 1 ．0 1 ．5 1 ．6 5 ．9 3　 7

ロ 4 ，3 4　 7 3 ．5 3 1 6　0 7 ．7 2 ．6

1 5 王　5 2　5 1 2 1 9 2　3 2 ．8 1 ，9

2 1 7 1 3 － 1 3 2 ．3 1 7 1 ，8 1 ．7

E C

し∠S ／′c m j

0　 5 17 0 1 8 0 1 0 2 1 0 0 1 4 9 9 1 9 8

ロ 155 1 7 3 5 7 5 0 1 5 3 ユ0 3 46

1 ．5 3 3 75 2 0 2 2 3 0 3 4 3 1

2 2 6 2 2 2 0 1 2 2 2 1 2 1 0

有 機 態 炭 素

（ 漂 荒

0　 5 1 2 1 ．2 0　7

ロ 0 ．3 0 ．4 0 ，4

1 5 0　4 0 ．5 0 ，4

2 0 ，1 0 ．1 0 1

有 機 物

（ 器 去 ）

0 ．5 2 ．0 2 ．1 1 ，2

ロ

1 5

0　 5 0 ．6 0　 8

0 ．8 0　8 0　 7

2 0　 2 0　2 0　2

リ ン 鮭

吸 収 係 数

（m g ／ 1芸 ≡ ）

0　 5 2 13 0

ロ 2 0 10

1 ．5 90 0

2
6 3 0　 】

大 腸 菌 群 数

（個 ／ 苧 ‡ ）
　　　　　　　　　 ●

（す へ て 不 検 出 ）

大トレンチからの距離
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衰11　C氏宅のトレンチ流人水質測定結果

pH S S m g／e B O D m g／巳 C O D m g／e T －N m g／ピ T －P m g／g E C 〃S／cm C l‾m g′′′2

平　 均　 値 6 ．1 312 4 0 6 13 4 2 2 ．1 4 ．3 38 0 4 9 1

標 嘩偏 差 0 ．1 21 1 1 79 4 1 4 ．7 0 ．5 47 7 ．4

変動 率 ％ 1 68 4 4 3 1 2 1 田 12 15

蓑12　C氏宅の粒径分布
（風乾土，重量％）

粒 形 区 分　　　 試　 料 B 】 1 （0 5 m ）ペ B － 2 （1m ） B － 3 （1 ．5m ） B － 4 （2 m ）

1 1 ．1m m （メ ソ ン ュ N O ．2 ）以 上 1 5　 （Ⅰ5 ）ベ／ 1 6　 （16 ） 18　 （1 8 ） 14　 （1 4 ）

1 1 ．1 ～ 4 ．7 6m 皿 （N O ．2 ～ N O ．4 ） 18　 （ 3 3 ） 2 8　 （4 4 ） 2 4　 （4 2 ） 2 3　 （3 7 ）

4 ．7 6 ～ 2　 m m （N O ．4 ～ N O ．9 ） 16　 （ 4 9 ） 2 5　 （6 9 ） 2 7　 （6 9 ） 20　 （5 7 ）

2m m （N O ．9 ）以 下 5 1 （1 00 ） 3 1　 （10 0 ） 3 1　 （10 0 ） 4 3　 （1 0 0 ）

楽深度　無水累積％
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麦13　C氏宅の土壌分析項目（Ⅰ）の結果

　　　　 採 取 イ立置

∫百　 目
A （ 0 品） B （0 ．5m ） C （ 1 m ） D （1 ．5 m ） E （ 2 m ） F （2 5 m ） C L

土　　　　 性

深 度　 0　5n l レキ，S C L

ロ レ キ，L S

1 5 レキ，S

2 レ キ，S

仮 比重 （g／c c ）

真 比 重

（g／c c ）

深度　 0 ．5m 2　7 2 2 ．7 4 2 ．7 6 2 ．7 5 2　7 4 2　7 6 2 ．7 2

ロ 2 ．7 6 2 ．7 6 2　7 3 2　7 3 2　7 5 2　7 5 2　74

l ．5 2 ．7 5 2 ．7 4 2　7 6 2　7 5 2 ，7 5 2　7 5

2 2 ．7 4 2 ．7 2 2　7 1 2　7 1 2 ．7 2 2 ．8 0

土　 壌　 三　 相

皆
鼻
浸
入
鼠
D
爪
音
び
イ
ノ
テ
ー
▲
ク
レ
ー
ト
㌦

m

m

‾→▲■、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■‾－・・－－
、
、、

、、＼、、、、、、→＼、－、
、．■

－－・・　　　　　　LT　　　・　－－－

■■、

－、　　　　　　　　　、、

、、、
、
、

、ヽ

丁∠

1ゝ＼
q

ヽ．

ち＼ヽ

勺＼　　　qb草

庄）Ut．ⅠIR、地占Ptの電算d入け

とイノチークレートそ各々′示す。他

hh】粍1

10　　　　　　　　　　　　　うU　　　　100

経過時間　t介

，岡7　C氏宅のインテー叫クレ…下側定結果

ベトレンチからの距離

料を用いた。また、CECについては、0・5皿箇で飾別L

た凰乾細緻土を用いた。

5　考　　察

5・1　水質測定結果について

A氏宅のトレンチ流入水については、SSが特に大

きく、使用永畳も多かった。ヨ氏宅のトレソテ流入水

水質は、各濃度とLても低く、かなりきれいであった

が、SSとBODについては変動が大きかった。浸出水に

っいてほ、全般的に良好な処理がなされていた。ECと

Cl一が減少していないのは、C圭一等の陰イオンの土壌へ

の吸着が悪いためと考えられる。C氏宅のトレンチ流

入水は、SSとBODが高濃度で、その変動も大きかっ

た。水の使用量ほ不明であった。

調査した各氏宅のトレソチ流入水は、簡易沈殿槽、

－136－

竜

1

．

t

毒

l

　

毒

！

l

要

…

雪

　

箋

一

　

　

　

　

　

　

ふ



生活排水処理法に関する詞査（第4報）

蓑14　C氏宅の土壌分析項目（王Ⅰ）の結果

深度 （m ） A　 （ヰ票） B　 （0．5m） C　 （1－。） D　 （1 5汀t） E　 （2m） F （2．5m） C L

p H ＝吏0 ）

0　5 5　6 5　9 6．4 6　5 6　6 6　4 5．8

1　　　　　　　 6　2 6　7 6　8　　　　　　 6　9　　　　　　 7 ．0 6 ．9 6　2

1 5 6 ．4 6 ．3 6　5 6　8 7　0 6 ．8

り 6　7 6 ．6 6 ．8 7　2 7．3 6　9

N H l－N
0　5 ＜ 0 5 ＜こ0　5 ＜ 0 5 ＜ 0 5 ＜ 0 5 ＜ 0 5 ＜0 5

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

1 5 ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ウ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

N（j3－N

（mソ 器 ）

0 ．5 2　8 0　3 0．3 0　4 0　2 0 1 0　4

ロ 1 2 0．5 0　2 0　2 ＜ 0 1 ＜ 0 1 0 ．4

1．5 0　7 1．2 1 0 0　3 ロ 0　2

2 0 ．4 0　3 0　2 0．2 ロ 0　2

（n唱ス 蓋≡）
0 ．5 6 7　2 7 1 3 47 ．9 5 6．9 5 3　4 5 3　9 77　0

ロ 5 1 ，8 4 2 ．4 4 1．0 40　9 43 ．8 4 0 ．1 57　6

5 50　9 5 6 0　　　　　　 5 2　2 4 6 1　　　　　 4 7　2 4 4 1　 t

2 4 3　8 4 6　4 44 ．4 4 2　2 4 2．1
6 0 9　 1

含水率

（ 品 ）

14 ．4

10 1

15．9 17　5 16　80．5 12 ．1 15　0 13．1

1（）．5 1 0　8 20 ．8ロ 10 ．2 9　3 9 1

1 5 12　9 1 1 7 12 ．9 1 1 4 13　0 11 、6

2 1 3　3 14 1 1 3　0 1 1 6 13．1 15 ．1

（ロー菟 ）
0　5 14　4 16　6

ロ 1 5　3 18　3

1 5 17　9 17 ．8

2 13．7 19　2

置換酸 度

（y lm l）

0　5 3 ．3 2　0 3　8

ロ 2 ．3 1 6 2　8

1 5 2 ．0 1 0

2 1．3 1 4 ユ　5

（m 嘉
0　5 1 8 1 3 1 3 1．5 1 2 1 2 0　9

ロ 2．0 1 0 0　7 1 3 1 0 0．8 1 5

1 5 1 ．7 1 2 1 7 1 0 1 2 1 2

ウJ，．」 2　0 1 7 主 3 1 5 1 7 1 7

E C

（〃S／c m ）

0　5 1 31 6 1 43 35 2 8 2 5 26

ロ 68 36　　　　　　　　 23 21 16 1 4 31

1 5 4 7 60 4 1 27

27

19 20

2 4 35
2 44 3 7 30

有 機態炭素

（ 君 荒

0 ．5 0　4 0，5

0 2

0 ．6

ロ 0　2 0　6

ユ．5 0　5 0　4

2 0 ．3 0　3 0　6

有機 物

（ 器 志 ）

0 ．5 0．7 0　8 1．1

ロ 0　4 0 ．4 1．0

1 5 0　9 0 ．7

2 0　5 0 ．5 1 0

リン酸

l吸収係数
（mヲ′ 崇

0　5 85 0 86 0　　　　　　　　　　　　　　 80 0

ロ 97 0

1．5

2 80 0

皇（志ヲ軍≡）
（すべて不検出）

※ トレンチか らの距 離
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ろ過袋、金網等の前処理装置を通っていたが、調査結

果からみると、特にA氏宅とC氏宅についてほ、それ

らが十分な機能を果していなかったようだ。

5・2　土壌調査結果について

インテーク・レートについてほ、C氏宅の測定値が

小さかった。これほ、測定器の設置も困難な程、地表

面が硬く、粘土質でかためられていたためであろう。

ここで、ベーシック・インテーク・レート（Basic

intakerate）IBを“インテーク・レートの変化率が、

インテーク・レートの10％になった時のインテーク・

レート”と定義して、算出したところ下記となった。

A氏宅　Ⅰ8＝113．9　皿／h

B氏宅　Ⅰ8＝2476　mm／h

C氏宅　Ⅰ8＝17．6　mm／h

一般に、湿潤状態で100m皿／b長ユ下のインテれク・

レートを示すような土壌は、トレンチ処理にほ不適当

であろう、という報告もされているが、このⅠ8値か

ら推定する限り、C氏宅のイソテーク・レートほ、ト

レンチ処理のためには、不十分である。

粒径分布についてほ、A氏宅ほ、礫ほみられず、は

ぼ一様な土壌層をなしていた。B氏宅では、深度15m

以深の試料についてほ、メッシュ恥9箇を適．る土壌ほ、

40％以下になってしまい、礫が多くなっている。C氏

宅の場合も、沌．9鯨を通る土壊ほ、地表付近で50タ首、

それ以深では30タ右前経となり、ほとんど獲で構成され

ていると言ってよいだろう。

A氏宅

（試料位置B）

深
度
晶

05

1

15

2

（CとDの平均）

0　　20　　　　　60　　　100　0　　20　　　　　60

容窟比（％）

B氏宅
（AとBの平均）

05

深　1

度

（m）1・5

2
0　　20　　　　　　60

容積比（％）

（CとDの平均）

土性の調査によると、A氏宅は、やや粘土の少ない

土壌であったが、B氏宅ほ、地表面から1m余りまで

ほ、比較的粘土の多い土壌で、それ以深ほ砂と礫であ

ることがわかった。C氏宅は、地表面から深度05m前

後までほ、礫間に比較的粘土の多い土壌が存在したが、

それ以深は、砂と礫となっていた。

真比重の各深度別の平均値ほ、衰15のようになった。

礫を含んだB氏宅の1m以深の土壌と、C氏宅の土壌

については、莫比重が大きくなっており、土壌の母材

（岩石類）の影響があらわれているとみてよいだろう∩

表15　真比重の平均値

深 度　　 場 所 A　 氏　 宅 B　氏 宅 C　氏 宅

0 ．5　　 m 2 ．6 0 2　6 8 2 ．7 4

ロ 2 ．6 0 2 ．7 5 2 ．7 5

1 5 2 、6 2 2 ．7 4 2．7 5

2 2 ．6 2 2 ．7 3 2　7 3

土壌の三相分布についてほ、AとB氏宅の土壌につ

いて得られ、図8のようになった。トレンチ近傍の土

壌では、空隙部（液相＋気相）中での液相の占める割

合が、深度を増すごとに大きくなっている。地表部の

気相率ほ、全般的にB氏宅の方が大きくなっており、

インテ一夕・レートの測定結果と矛盾Lない。

土壌分析項目（Ⅱ〕の測定結果からほ、下記のことが

わかった。

pHについては、3施設とも、各対照地とあまり変化

（EとFの平均）

100　0　　20

100　0　　20

60　　　　100　　　0　　20　　　　　　60

（EとFの平均）

60　　　　100　0　　20

岡8　土壌三相分布
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していないo B氏宅のトレンチ直下部の渾がやや高い

が、浸潤水の直接的な影響によるものだろうo

NH。－Ⅳは、全て定量下限に達していなかった8

囲9、10、11にほ、A、臥C氏宅のNO3－NとCl‾につ

いて、等濃度線により、各々その分布を推定してみた□

NO3－Nの分布によると、AとB氏宅については、ト

レソチから、4m前後離れた場所まで、掛こ深度1か

ら2皿の土壌について、浸潤水の影響を受けているよ

ぅであるが、C氏宅についてほ、それほ、トレンチ近

傍1m程度にしか及んでいない0また、AとB氏宅に

っいてほ、トレンチから2から3m離れた位置に、

NO3－Nの高濃度領域がみられる。A氏宅のNO3－N

についてほ、tレンチ施設上の家庭菜園の施肥の影響

も受けているかと思われる。

Cl一の分布によると、AとB氏宅について、トレン

チから4m以上に及ぶ浸潤水によるものと思われる影

響がみられた。また、深い土壌層で、トレンチから離

れるに従い、Cl一濃度が高くなっているのは、水の移

動に伴うものかもしれないが、不明であるo C氏宅で

は、トレソチの直下の領域にのみ、若干の影響がみら

れ、そのひろがりは見られない。

図10で、濃度分布が、深度1から15m付近を境界に

Lて急変Lているが、これは、土性の変化に伴うもの

トレノチからの；む撒（【11

トレノチかbの馳塵（11り

トレノチから｝つ故知＝11t

トレノチからの距姪（－¶）

トレンチからの産経（m）

1　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

2

深
度
毎

ー139－
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である。一般に、砂が礫が多くなると透水性ほ高まり、

含水率ほ低くなるといわれ、結果的に、NO3－N等の

濃度を低くしているものと考えられる。

含水率については、その深度別分布を図12に示した。

いずれの施設も、トレンチからの距離に開係なく、ほ

ぼ一様な分布をしている。B氏宅の含水率ほ、上層部

（深度0．5，1m）と下層部（深度15，2皿）に分かれ

ているが、やぼり土性のちがいによる。

ECの土壌中での数値分布を推定し、囲13に記した。

分布の形としてほ、A、B、C氏宅とも、それぞれ、

NO3－Nの分布とClの分布（囲9、10、11）の両方を

加味したような分布している。

T－Pについては、その深度劉分布を凶14に示した。

AとC氏宅では、トレンチから1から2mの範囲の土

壌に、浸潤水の影響と思われるT－Pの増加がみられ

る。B氏宅には、その濃度変化がほとんどみられない。

大腸菌辟の糞便性のものほ、全て不検出であった。

表16には、CEC等土壌の性状を示す項目について

の、測定値の平均を記した。この表によると、CECに

っいてほ、A氏宅は、深層までほぼ十分な容量をもっ

ているが、B、C氏宅は小さく、特にB氏宅の深度

15m以深の土壌については、わずかな交換容量Lか

もっていないことがわかる。

置換酸度ほ、いずれも小さく酸度は副、。

有機態炭素と有機物は、A氏宅の土壌に若干みられ

る程度である。

リソ醸吸収韓数についてほ、A氏宅とB氏宅の上層

部土壌は2000以上で、リソ吸収能ほ大きいが、他につ

いてほ小さい。

トレンチ処理のための重要なポイソトとなる土壌の

吸着・交換容量について、A氏宅とB氏宅の上層部土

壌については、ほぼ満足されるものを持っているが、

C氏宅の土壌は、礫が70％近く含まれており、表i6に

示されたような諸能をもった土壌ほ少量で、トレンチ

処理のための諸能力ほかなり低いと言える。B氏宅の

下層部土壌についても、同様に、その処理綻ば、ほと

んど期待できない。

5・3　トレンチへの負荷量について

今回の調査結果からトレンチへの負荷量を出し、既

に得られている知見を、その目安とLて、検討してみ

た。

蓑17には、トレンチの浸潤幅を、tレンチ両償掴こ各

1mずつとした時の水量・水質（BOD）負荷量を示し

B
氏
宅
　
　
　
C
氏
宅

ハ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

 

O

く
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⊂

J

「
卜

巨

0　　　　　　1　　　　　　ワ　　　　　　3　　　　　　4

。［賢牽÷
トレンチからの距離（∩り

図12　含水率の深度別分布
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衰16　CEC等の平均値

A　　　 氏　　　 宅 B　　　 氏　　　 宅 C　　　 氏　　　 宅

項 C 置 有 有 リ C 置 有 有 リ C 置 有 有 リ

冒

床
度

汀1

E 撞 機 機 ン
／
E 準 攣 機 ン E 換 攣 機 ン

／C

m eノ／100g

鮫 名臣
′し一l

物

％

鰻 C

m e／100g

酉安 日巨
ノLl

物

％

蝦 C

m e／100g

撃 日巨
■しLlヽ

物

％

酸

度

ylm e

炭
責

％

吸

収

係

数

mg／100g

度

ylm ヒ

炭

素

％

吸

収

係
数

mg／100g

度

ylmヒ

炭

素

％

吸

収

係

数

mg／100g

0　5 19 ．3 2　2 1 ．9 3　3 2440 13 ．8 1 4 1 ．0 1 ．8 2130 15 ．5 3 ．0 0 ．5 0 ．9 840

ロ 21 ．8 1 3 1．4 2　4 2550 13 ．1 1 ．2 0 ．4 0　6 2010 16 ．8 2 ．2 0 ．3 0 ．6 970

1 5 22 ．4 1 ．9 1 ．0 1 7 2560 11．1 3 ．3 0　4 0 ．8 900 17 ．9 1 ．5 0 ．5 0　8

2 20 ．5 1 ．9 0 、8 1．4 2530 8 ．0 2　4 0 ．1 0　2 630 16 ．5 1 ．4 0 ．4 0　7 800

表17　水量およびBOD負荷量

lUO

A

氏　50

宅

勒

㌣

⊥ハ
U

B
氏
宅

100

0
【
「
′

C
氏
宅

二‾‾二≡モ

／ト士－
トレンチからの経線（［n）

－－・－　　　トイトeL－・・
町／100gトレンチから町距離（n－）

⊥仙【－－－－⊥虹
7　　　　　　　　　　　　　〔■L

庄）0澤囁　C5正一

△　　′　　1　m

苛　′′　　ユ　5m

A　′’　ヱ　m

トレンチからの距紐（m）

囲14　T－Pの深度別分布

た。

なお、水量負荷量を算出するにあたり、トレンチ施

設の地表面からの蒸発量も考慮されることがある。L

かL、諸報告により評価Lたところ、水量負荷とLて、

3J／由一日未満の蒸発量Lか期待できないことがわ

かったので、ここでほ、省略Lた。

A氏宅の水量負荷量ほ、浸潤可能水量の4％だが、

浸潤面積当り85g／d■日の負荷ほ少ないとも言えな

い。BOD負荷量についても、浸潤面積当りの日負荷量

は、数グラム程度が適当であろうという報告もあり、

前処理としての簡易沈殿槽の機能維持に留意して、

BOD負荷量をできるだけ低下させていく必要がある。

前記したように、土壌中のNO。－N濃度も高く、広範

囲にひろがっており、処理施設能力として、ほぼ限界

家 ト点ロ 浸 面 浸 水 ロ B 面
族 レ レ泄 積水 潤 量 レ 0 積 B
人 ン流 ン 面 当量 可 負 ン B D 負 当 0
数 チ入 チ 積

m J

リ星 能水 荷 チ 0 荷 リ　D
水
量
長 荷 量 率 流 D

入
量 負
荷

四
m ゼ／扉・日 と／m∴日 ％

水

mg／g g／臼 g／エート 冒

A
氏
宅
5 1700 10 20 85 2100 4 273 464 23

B
氏
宅
3 1000 i2 24 42 4700 0　9 29 29 1 2

C
氏
宅
8
‡雲モモ亡
1600 8 16 100 330 30 406 650 41

メ使用水量から推定

′弓X200ピ／人・日とLて計算1ヱ）

にある、と考えるべきだろう。

B氏宅については、水量・BOD負荷も小さく、浸出

水．も良好に処理されており、問題ないといえる。ただ

L、前述Lたように、浸潤水に対する土宴処理能ほ、

厚さ1皿余りの上層部土嚢が主に持っていて、下層部

には、それは期待できないので、トレンチへの負荷量

を増加させようとする場合にほ、やほり慎重を期すべ

きだろう。

C氏宅については、インテークー　レートが小さいの

で、水量負荷率ほ著Lく高くなっている。BOD負荷畳

も高いが、現実にほ、施設使用上、大きな障害等は聞

かれなかった。このことほ、表層土襲と下層土壌の土

性の大きなちがい、ということで説明されよう。つま

り、前記したように、表層には比韓的粧十分の多い十

－141－
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壊も存在しているため、その固くLまった土壌面は、

水の浸入性を小さくしていたが、深度05皿以深でほ、

礫も多く、透水性が高いため、浸潤水ほ容易に移動、

降下していたのであろう。これほ、先に、浸潤水の影

響が、トレンチの近傍のみに見られたことと符号するo

tレソチ流入水ほ、十分な前処理を施すことと、浸潤

面積当り水量負荷を下げる工夫が必要である。

6　まとめ

県内3個所の一般家庭の生活雑排水のトレンチ処理

施設について、その浸潤水による周辺土壌への影響と

稼働の状況について調査検討したところ∴卜記のこと

がわかった。

（1）各処理施設の調査結果

県東部にあるA氏宅の施設：土壌の性状などに

っいては、トレソチ処理に適していたが、その浸

潤水の影響は、深さ1mから2皿の土壌中で、ト

レンチから4mの位置まで達していた。土壌－やの

NO。－NとCモーの濃度は、乾土1009当り、各々最

高20．6r臥29mg検出され、対照他の2～3倍の濃

度であった。現在の処理状況は、施設の現況から、

ほぼ限界の状態といえよう。

県北部こあるB氏宅の施設：地表面下1m余り

までの土壌層についてほ、トレンチ処理に適Lた

性状であったが、それより深部については、その

処理能ほ期待できない、砂や礫であった。トレン

チ処理による浸潤水の影響ほ、深さ1Ⅲ土壌中で、

トレンチから4mの位置まで達Lていて、NO3－

ⅣとCl－の濃度ほ、各々最高121Ⅰ眠、7・7昭検出さ

れ、対照地の2～5倍の濃度であった。現在の処

理状況でほ、施設的に余裕がある。トレンチ処理

に寄与する土壌は、1m厚の土壌層のみなので、

その負荷量を増加する際は、注意を要する。

県南西部にあるC氏宅の施設：地表部の土壌以

外ほ、ほとんど砂と礫で占められていて、トレン

チ処理には、あまり適していない土壌であった。

tレンチ処理による浸潤水の影響は、トレンチか

ら約1m以内の領域にだけみられ、NO3－Ⅳと

Cl‾の濃度ほ、各々最高28mg、2mg検出され、対

照地の2～7倍の濃度であった。現在の処理状況

ほ、過負荷の状態であり、トレンチへの水質負荷

量と浸潤面積当たりの水量ほ、極力低くする必要

がある。

（2）トレンチ処理による浸潤水の動きやその影響

の範囲ほ広く、かつ土壌深部にまでおよんでいる

ことがわかった。ただし、土壌中に多くの礫が存

在した場合にほ、浸潤水の動きは大きく変化L、

その影響の水平方向のひろがりは、小さい範口引こ

なることがわかった。今後は、浸潤水の動きや影

響を、P、N、Cl‾等の物質を媒介として、定量的

に追跡調査していくことが必要である。

なお、本調査を実施するにあたり、関係各市町村の

公害環境担当の皆様には、大変お世話になりました。

また、埼玉県農業試験場化学部の皆様にも、多大な御

協力を頂きました。深く感謝致します。
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